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睾丸 に発生 した良性Epidermoidcystの1例

北海道健康保険 北辰病院泌尿器科(院 長 鮫島龍水博士)

医 長 勝 目 三 千 人

  EPIDERMOID CYST OF THE  TESTIS  : REPORT OF A CASE 

 Mitito KATSUME 

             From the Department of Urology, Hokushin  Hospital, Hokkaido 

   This is a case report of benign epidermoid cyst of the testis seen in 20-year-old male, who 
was  asymptomatic and the lesion was incidentally found. Diagnosis of epidermoid cyst was 

made on the postoperative histopathologic examinations. 

   This is the third reported case of benign epidermoid cyst of the testis in Japan, and the 
clinical and pathologic features were briefly discussed.

1緒 言

睾丸腫瘍はその殆ん どが極め て悪性 なもので

あ り,早 期に広範 の転移を来たす傾 向が強 く予

後不良の場合が多い とされ てい るが,睾 丸に発

生 したEpidermoidcystは 極 めて稀 な良性睾

丸腫瘍であ り,本 邦でも現在迄に2例 の報 告を

見 るに過 ぎ な い.著 者 も 最 近Epidermoid

cystの1例 を経験 したので,そ の症 例を報告

し,併 せて柳 の考察を試 み度い.

皿 自 験 例

患者:島 ○某,20才,会 社員.

初診:昭 和36年11月8日.

主訴:健 康診断で蛋白尿を指摘され,精 査を希望し

て来科す.

既往歴及び家族歴:特 記すべきことなし.

現病歴:会 社の定期健康診断で蛋白尿を指摘され,

泌尿器科的精査を希望して来科す 患者自身は陰嚢内

腫瘤に気付かず

現症=栄 養,体 格共に中等度.胸 部に理学的所見な

く,触 視診で上部尿路,鼠 径部,陰 茎,前 立腺には異

常を認めない,陰 嚢は外見正常で左側の睾 丸,副 睾

丸 骸 及び儲 に異常はないが,右 側では副睾丸尾

部に相当して胡桃大で硬 く,表 面平滑,軽 度圧痛のあ

る腫瘤を触れ睾丸との境界は明瞭でない .

尿所見～清澄,酸 性,蛋 白(陰 性) ,ウ ロビリノー

ゲン(正 常)・ 糖(陰 性) ,沈 渣では白血球(極 めて

僅少),赤 血球(一),細 菌(一),結 核菌は染色及

び培養共に陰性である.

血清梅毒反応は陰性.

膀胱鏡検査～膀胱内景に異常なく,青 排泄は両側共

に正常である.

経 静脈性腎孟撮影～両側共に機能,形 態に異常を認

めない.

以上の所見より右副睾丸結核を疑い,3者 併用化学

療法を1カ 月間施行せるも,問 題の腫瘤に変化なく,

右副翠丸易1出術施行予定にて入院せしめた.

手術所見:右 副睾丸別出の目的で右陰嚢皮膚を縦切

開し,睾 丸及び副睾丸に達す.検 するに右副睾丸は全

く異常なく,副 睾丸は睾丸より容易に剥離され,問 題

の腫瘤は副睾丸尾部に相対する部の睾丸内に存在し胡

桃大であつた.そ こで睾丸腫瘍として,外 鼠径輪の所

で精索及び精管を結紮切断ののち右除睾術 を施行し

た.

別 出標本:腫 瘤は胡桃大で睾丸の実質とは被膜によ

り判然と区別され,割 面は灰黄色層状のケラチン様物

質で充された嚢胞状構造を示した.

病 理組織学的所見:腫 瘤の嚢胞壁内面は2～3層 の

扁平上皮で被われ壁の内面は角化し,一 部角化して脱

落傾向を示す ところもある.嚢 胞内容は無定形のケラ

チン様物質である.扁 平上皮の外側は結合組織性の被

膜で硝子化の傾向が強 く,一・部は殆んど膠原線維群の

みの部分もあ り,小 円形細胞の軽度の浸潤が見られる

の森で,毛 嚢その他の皮膚附属器管及び他の組織要素

は何処にも見当らない(第1図 ,第2図)
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第1図 組織標本(嚢 胞壁)
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第2図 組織標本(第1図 の一部の拡大)

以上の組織所見 より本 睾丸腫瘍 はEpiderm-

oidcystと 診 断 された(斗 南病 院臨床 病理科

市川博士)

術後の経過は良好で,

の他の異常を認めない

皿 考

1力 年後の現在再発そ

●

按

睾丸腫瘍は比較的稀 な疾患 であ り,全 腫瘍患

者の0.5%で,尿 性器腫 瘍の うちでは3.4%を 占

めると云われ る.睾 丸の良性腫 瘍は極 めて稀 で

あり,Nagel等(1955)に よ ると睾丸腫瘍 の

2～4%の み が良性 であ り,そ の他は極 めて悪

性であると云 う.こ の様に数少い良性睾丸腫瘍

の中でも特にEpidermoidcystは 珍 らしく,

外国文献で見 るとKimbrough等(1953)は

106例 の睾丸腫瘍中に1例 のEpidermoidcyst

を見た と云 う.Samuel等(1961)は 外 国文献

より11例 を集め,最 近Wohumani(1962)は

16例 の 良性Epidermoidcystを 集 めている.

本邦では詳細 な記載を見るのは現在迄2例 のみ

である.即 ち近藤 例(1960)は27才 の男子 で,

始め右副睾丸結核を疑い副睾丸別 出術 の予定 に

て開いた ところ,副 睾丸 とは関係 のない右睾丸

上極部に見 られた長径2.5cmのEpidermoid

cystで あつた.森 脇例(1961)は26才 類 宙官

症の男子で,左 睾丸生検 の 目的 で左睾丸 を検す

ると,睾 丸中央部 に碗豆大黄 白色 の小結節を認

めたので睾丸腫瘍 を疑 い除睾 した.組 織学的検

査の結果類宣官 症 に 合 併 したEpidermoid

cystで あつた.そ の他北大泌尿器 科教室 で12

才少年の畢丸Epidermoidcystが 経 験 されて

い る(辻)自 験例では20才 男子 で偶然に発見

された陰轟内腫瘍で,右 副睾丸結核 を疑い右副

睾丸易1」出の 目的で開いたところ,睾 丸下極に完

全に被嚢 された胡桃大 のEpidermoidcystで

あつた.

扱 て睾丸腫瘍の病理組織像は極 めて複雑多彩

で,病 理 発生 については古来幾多 の 議 論 が あ

り,そ の分類 ・名称等 も今 日尚統一 を見ない現

状にある.

従 つて睾丸Epidermoidcystの 病 理発生に

関 しても多 くの異論が ある.Wohumani(1962)

は睾 丸Epidermoidcystの 発 生には,1)睾

丸 の精細管上皮の単 なるsquamousmetap1-

asiaと,2)良 性 のadultteratoidでepid-

ermalcomponentの み が成育 したneoPlas-

tic(teratoid)originの 嚢 腫である,と の2

通 りの機序が考 えられ ると云 うが,今 日では後

者即 ちneoplastic(teratoid)originの 嚢腫

(germorsexcellorigintheory)と 考 えて

い る人が多い.

睾丸腫瘍 の95%は い わゆる類奇形腫(terato-

idtumor)に 属 し,totipotentialな 原 始胚細

胞を発生母地 として元来 は三胚葉性 の混合腫瘍

であ るが,そ のうち一方 向への分化増殖が特に

強 く起 る と単一構造の腫瘍構造を示すこともあ

る.近 年一般に用い ら れ て い るFriedman-

Moore(1947)のschema(表1)に よると,

胚 細胞(原 始 性細胞)の 無 性 生 殖 に よ つ て

totipotentialな 細 胞群germinomaが 発 生

し,こ れがsomatic或 はtrophoblastic方 向

に分化 してい くsomatic方 向への分化 が 主
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表1.睾 丸 腫 瘍発 生 機 構(Friedman・Moore)

germcell

/

腫 瘍 化
/
セ ミノーム

＼
腫瘍化及び無性生殖
＼

多元 性 細 胞群 ～gernlinoma

/
trophoblastic
/

cytotrophoblastoma

膣 児性曲
絨 毛 上 皮 腫調

＼
somatic
＼

一一一一 　 コー

外胚葉 中胚葉
↓ ↓

聾
↓

魁 塵

内胚葉
↓

であ ると,未 分化奇形腫 か ら成熟奇形腫 となつ

てい く この成熟奇形 腫 の う ちepidermal

componentの みが分化成育 し,他 の 組 織 要

素の脱落 した ところの最も単純な型 の 藏 腫 が

Epidermoidcystで あ るという訳である(Sa-

muel等1961,Nagel等1955)

Epidermoidcystの 病 理組織学的特徴 は睾

丸内に よ く被嚢 されている単房性嚢胞 であ り,

そ の嚢胞壁は重層の扁平上皮 より成 り,毛 嚢そ

の他の皮膚附属器管 を有 しないのは勿論の こと

他の三胚葉性 の組織要素 を有 しないことで,内

容は落暦性 の無定形 なケラチン様物質 で充 され

てい る.自 験例 も肉眼的には睾丸実質 と嚢胞 と

は比較的厚い嚢胞壁にて判然 と区別 され,そ の

割面を見 ると内容 は灰黄色層状 のケラチソ様物

質で充 され,組 織学的所 見て嚢胞壁は2～3層

よりなる扁平上皮で被われ,毛 嚢その他 の皮膚

附属器管を見出 し得 ない ところよりして,定 型

的 な良性睾丸Epiderrnoidcystと 診 断 して差

支 えない と思 う

EpidermoidcystはWohumani(1962)の

集 めた欧米例16例 では14才 か ら55才 の 年令に及

び,2～3の 例を除 き多 くは無痛性 である.罹

患側は10例 が右側 睾丸に発生 し,大 きさは色 々

であ るが(長 径1・2cm～5cm),す べ てが よく被

翼 された単房性嚢胞 である.自 験例 も20才 青年

に見 られ,全 く自覚症状を歓 ぎ偶然に発見 され

た.そ して右側 睾丸 内に よ く被轟 された胡桃大

のEpidermoidcystで あ る.

睾丸 に発生 した良性Epidermoidcystと 悪

性腫 瘍 との鑑 別点 は色 々と云われているが,結

局は詳細 な組織学的検査に まつ よ り外にない.

治療法 としてはSamuel等(1961)の 集 め

た文献例 では,11例 中7例(63%)に 除 睾術が

施行 され(う ち2例 は高位 結紮 に よる除睾),

残 り4例 が保存的に手 術(嚢 胞 のみ別 出)さ れ

ている.一 部には良性腫瘍 であ る以一ヒ保存的手

術 も考慮 され てよいのではないか と云 う人もあ

るが,然 し睾丸腫 瘍の殆 ん どすべてが極めて悪

性であ り,良 性腫 瘍は極 めて稀 な上,良 性か悪

性 かの鑑別は詳細な組織学 的検査 にまたねばな

らぬ訳 であ り,更 に組織学的 に良性 と思われ る

成熟奇形腫 も,臨 床的 には悪性 で転移 も多い こ

とを考えれば,す べての睾丸腫瘍は悪性腫瘍 と

して直に除睾術 を行 うのが賢明 である.

w結 語

全 く自覚症状 を猷 き偶然に発見 された20才 男

子の右睾丸腫瘍 を経験 した.別 出標 本の組織学

的 検 査 の結果文献上極 めて稀 な良 性Epider-

1noidcystの 診 断が確定 した.

自験例を報告 し,併 せて睾丸の良性Epider-

moidcystに 関 して脚 の考察 を行 つた.

欄筆するに当り病理組織学的に色々と御教示を賜つ

た恩師北大泌尿器科辻教授,並 びに斗南病院臨床病理

科市川博士に深謝する.

本論文の要旨は昭和37年10月27日 日本泌尿器科学会

第27回 東部連合地方会にて発表した.
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